
自然・文化的、スポーツ資源を活用した地域の憩いと賑わいに資する公園づくり
平成29年度　～　令和元年度　（3年間） 兵庫県

・尼崎の森中央緑地の来園者数を565千人（H28年度末）から588千人（R1年度末）に増加させる。
・尼崎の森中央緑地で育てた地域性苗による植栽の累計種数を94種（H28年度末）から130種(R1年度末)に増加させる。
・尼崎の森中央緑地で育てた地域性苗による植栽累計本数を86,000本（H28年度末）から89,200本（R1年度末）に増加させる。
・淡路佐野運動公園の来園者数を210千人（H28年度末）から220千人（R1年度末）に増加させる。
・淡路佐野運動公園のスポーツ合宿利用延日数を30日（H28年度末）から45日（R1年度末）に増加させる。
・公園施設の管理状態に関する公園利用者の満足度（「満足」又は「やや満足」）の割合を81％（平成28年度末）以上で維持する。

（H29当初） （H30末） （R1末）

尼崎の森中央緑地の来園者数で算定する。 565千人 577千人 588千人

尼崎の森中央緑地で育てた地域性苗による植栽の累計種数で算定する。 94種 117種 130種

尼崎の森中央緑地で育てた地域性苗による植栽累計本数で算定する。 86,000本 88,800本 89,200本

淡路佐野運動公園の来園者数で算定する。 210千人 210千人 220千人

淡路佐野運動公園のスポーツ合宿利用延日数で算定する。 30日 30日 45日

舞子公園ほか14公園の利用者満足度調査結果（「公園施設の管理状態」にかかる満足度が「満足」又は「やや満足」の割合）で算定する。 81％ 81％以上 81％以上

事　後　評　価

○事後評価の実施体制、実施時期

令和3年7月

兵庫県県土整備部で評価

兵庫県ホームページにて公表

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H29 H30 R1 策定状況

合計 2,271 -

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）
事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H29 H30 R1 策定状況

合計 0

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H29 H30 R1

合計 36

61 -

28

策定済

費用便益比

1.3 -

-

公園 一般 兵庫県

番号 事業者

A-1

公園施設長寿命化対策支援事業（舞子公園ほか14公園） 運動施設、遊戯施設、照明灯等の改築 神戸市ほか

公園 一般 兵庫県

A-3

A-4 公園 一般 兵庫県

直接 兵庫県 都市公園事業（三木総合防災公園） 陸上競技場舗装更新 三木市

兵庫県直接兵庫県一般施設整備C-1

番号 事業者

C-2 施設整備 一般

令和3年7月28日

定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

重点配分対象の該当

1.56%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

・「森と水と人とが共生する環境創造のまち」をテーマに生物多様性に資する都市緑地を整備し、森づくりを通した自然環境学習・体験プログラムや森を活用した大規模イベント開催による集客を図り、尼崎臨海地域の自然再生と魅力と活力あ
る
　まちづくりを推進する。
・スポーツ大会・合宿の誘致を核とした地域間交流の拡大や誘客により、淡路地域の魅力と活力あるまちづくりを推進する。
・計画的な公園施設の老朽化対策を行うことで、既存ストックを有効活用し、公園の魅力を維持することで活力あるまちづくりを推進する。

　　計画の成果目標（定量的指標）

2,307 百万円

社会資本総合整備計画　事後評価書
計画の名称

効果促進事業費の割合
Ａ 2,271 百万円

事業者

要素となる事業名
市町村名

全体事業費
（百万円）

費用便益比
（事業箇所）

交付対象事業

　　定量的指標の定義及び算定式

事後評価の実施体制 事後評価の実施時期

公表の方法

Ｂ 0 百万円 Ｃ 36 百万円 Ｄ 0 百万円

計画の期間 交付対象
計画の目標

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

市町村名
港湾・地区名

兵庫県 直接 兵庫県 管理施設等の整備（淡路佐野運動公園） 管理施設等の整備 淡路市

管理施設等の整備管理施設等の整備（尼崎の森中央緑地） 尼崎市

要素となる事業名 事業内容

全体事業費
（百万円）

900

（延長・面積等）
要素となる事業名

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度）

751

8

全体事業費
（百万円）

2.5

A-2 公園 一般 兵庫県 直接 兵庫県 都市公園事業（淡路佐野運動公園） 屋内練習場　等 淡路市

直接 兵庫県

直接 兵庫県 都市公園事業（尼崎の森中央緑地） 用地、園路、広場等　1.6ha 尼崎市 448

A-5 公園 一般 兵庫県 直接 兵庫県 公園施設長寿命化計画策定調査 健全度調査等（舞子公園ほか14公園） 神戸市ほか 111 - R2計画変更予定

100



番号 備考

C-1 (A-1)都市公園整備事業(尼崎の森中央緑地)と一体で実施すれば、都市公園の管理運営を効果的・効率的に実施することができ、整備効果の向上に寄与する。

C-2 (A-2)都市公園整備事業(淡路佐野運動公園)と一体で実施すれば、都市公園の管理運営を効果的・効率的に実施することができ、整備効果の向上に寄与する。

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H29 H30 R1

合計

番号 備考

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

・尼崎の森中央緑地において、自然環境学習・体験プログラムや森を活用したイベントを開催することにより集客を図った結果、R1年度の来園者数は638千人となり目標値を上回った。
　また生物多様性に資する緑地整備を進めた結果、R1年度の地域性苗の累計植栽本数および種数が目標値を上回った。

Ⅰ定量的指標に関連する ・淡路佐野運動公園において、屋内練習場の整備を進め、H30年度に供用した。新型コロナウイルスの感染拡大の影響により1ヶ月施設を閉鎖したためR1年度の入園者数は目標値を
　　　交付対象事業の効果の発現状況 　下回ったが、スポーツ合宿の延利用日数は目標値を上回った。

・計画的に公園施設の老朽化対策を進めた結果、R1年度の公園施設の管理状況に関する利用者満足度の割合は目標値を上回った。

最終目標値 588 千人
Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値

に差が出た要因
最終実績値 638 千人

最終目標値 130 種
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値 255 種

最終目標値 89200 本
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値 96172 本

最終目標値 220 千人
目標値と実績値新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、R2年3月に1ヶ月施設を閉鎖したため。
に差が出た要因

最終実績値 210 千人

最終目標値 45 日
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値 46 日

最終目標値 81 %以上
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値 83 %以上

・三木総合防災公園において、R1年度から陸上競技場および補助競技場の舗装更新に着手し、R2年度（別途整備計画：災害等に備える安全安心な公園づくり（防災・安全）で継続実施）
Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況 　に完了した。
（必要に応じて記述） ・R1年度から公園施設長寿命化計画の修正に着手し、R3年度に（別途整備計画：「ふるさと兵庫」のゆたかな暮らしを支える公園づくりで継続実施）完了予定。

３．特記事項（今後の方針等）

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
要素となる事業名
（事業箇所）

事業内容

市町村名

事業実施期間（年度）
全体事業費
（百万円）

（面積等）

指標①（尼崎の森
中央緑地の来園者
数）

指標②（尼崎の森
中央緑地で育てた
地域性苗による植
栽の累計種数）

指標③（尼崎の森
中央緑地で育てた
地域性苗による植
栽累計本数）

指標④（淡路佐野
運動公園の来園者
数）

指標⑤（淡路佐野
運動公園のスポー
ツ合宿利用延日
数）

指標⑥（舞子公園
ほか14公園の利用
者満足度調査結
果）



参考図面（社会資本整備総合交付金）

計画の名称 自然・文化的、スポーツ資源を活用した地域の憩いと賑わいに資する公園づくり

計画の期間 平成29年度　～　令和元年度　（3年間） 兵庫県交付対象

尼崎の森中央緑地

A-1 都市公園整備事業

（尼崎の森中央緑地）

C-1 管理施設等の整備

（尼崎の森中央緑地）淡路佐野運動公園

A-2 都市公園整備事業

（淡路佐野運動公園）

C-2 管理施設等の整備

（淡路佐野運動公園）

淡路島公園

灘山緑地

明石公園
舞子公園

西猪名公園

甲山森林公園
赤穂海浜公園

三木総合防災公園

播磨中央公園

有馬富士公園

丹波並木道中央公園

A-4 公園施設長寿命化対策支援事業
（舞子公園ほか14公園）

一庫公園

A-3 都市公園整備事業

（三木総合防災公園）

A-5 公園施設長寿命化計画策定調査


